
2014 年 8 月 25 日 長崎新聞

県が先導したイベントで作られたキャラクターは全国

和牛能力共進会（2012 年）の「かさべこくん」や長崎

しおかぜ総文祭（13 年）の「美龍」がある。いずれも

大会後の露出は極端に減少。県庁の一室のロッカーに

は縫いぐるみが寂しそうに横たわる。「その時々の盛

り上げには活用するが、後に生かす広報戦略が足りな

い。がんばくん、らんばちゃんも同じ運命なの

か・・・・」。県庁内ではこんな声も漏れる。

記事を読んだ当センター職員が県庁へ連絡、引き取

りを申し出た



2015年5月23日 長崎新聞

2014年12月12日 長崎県庁より長崎県立こども医療福祉センターへ移送されました


